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は55ペニー。マスタ ーの生産費， コピーの出荷費をこれに加算しても， 1枚せいぜ
い10ドル程度の価格となろう。 プレイバックするリ ーダーは，3,000ドル程度と考
えられ，現在の CRTターミナルと見合った価格におさまるのではなかろうか。
Mathews (National Commission on Libraries and Information Science)は，このような
見通しを述べている9¥




































ミニコソビュータ。 1970年時10,000ドル。 1980年代100ドル。 1990年代1,1ドル。
1メガバイトのメモリ ーコスト。 19745和峙32,000ドル。昨年(1978?)約 1ドル。
1980年代0.1ドル。
（以上は，1979年3月， Chautauquas for Congress, 1979 -Information 
and Communicationー で ManleyIrwin, Professor of Economics, Univ. 
of New Hampshireが述べた予測の一部である。）14) 
図書館消滅論に触れた Markuson女史は，締め括りとして「図書館の技術化，
工業化を， より促進しなければならない」と強調したが， これは “未来の図書館"
を暗示したものなのであったであろうか。
さて，話題を未来論から，現実にもどそう。








































これから機械化に取り組むにあたって Groschは17), アプローチを 3つに類別
している。
1) Turn-Key System Approach 
2) Custom System Approach 









































University of Marylandは，学生数37.000, 教職員数6,000名。 1966年以降，
IBM System 357を用いた貸出システムで管理していたが，利用者数は毎年20%の




































































ルし，貸出期限が超過したカードを IBMModel 080 sorterで選別する貸出シス
-9-










コー トシステム unitrecord systemのはしりとされる。













ソークーsorterや， コレイター collatorを用いて， このようにカ ードを選別す
































































1030から着手した図書館の事例には， University of British Columbiaのシ
ステムがある。
26台の1030ユニットを， PDP11 ミニコソビュータで制御し，テープを作成す
















そのほか， IBMの機器以外に， よく使用された機器として ColoradoInstru-




Rice Universityが，この機種ヘリプレイスしている。 Syracuse Universityゃ





















利用者への対応に支障を生じはじめる とされている。 Universityof Pennsylvania 




Eastern Illinois Universityの BoothLibrary On-Line Circulation System 
(BLOC)が稼動したのは， 1968年の 9月であった。




















West Sussex County Library 
Illinois State Library 
Midwestern University library 
Queen's University library 
Northwestern University library 










Bell Laboratories library 
Eastern Illinois University library 
Ohio State University libraries 






































































































さきに挙げた TacomaPublic Libraryは，才｀ ノライ 1/.への移行に伴って，再
度の変換作業を余儀な くされたが，このときには，Libraryof Congressのジェル




このマッチ｀ノグの方法に， OCRを利用したのが， OldDominion University 
(ODU)である。 ODUの RetrospectiveConversion Projectは，1978年5月17
日に着手され， 1979年の 4月までに80%を終了させている46¥
事前調査として，シェルフリスト（特別衰料，ノンブック マテリア ルは除く）の
286,000クイトルから，ラソダムに 3,000タイ トルを選び，このサンプルを Black-
well North America, Inc. のデークベース， MARCレコード210万件と照合させ
た。ヒッ ト率は80.6%であった。







4) OCLC カ ー ド~
LCナソバーが記載された LCコピーのレコ ドーは，10ピッチの IBMSelectric 
typewritersで， OCR-ANSI "golfball"を用い，OCRスキャソシートヘ転記し
た。











これら Tacomaゃ，OldDominion Universityの事例は，レコ ードの正確さ
に定評がある MARCレコ ードのコヒ゜ーを採用したところに意義があろう。
当面，簡略レコードの貸出システムを計画する場合において も， LCカードナ
ソバー や， ISSN,ISBNを入力しておけば，将来，より完全な書誌レコ ードヘの変
換するに際して， きわめて有効である 47) との指摘は，Tacomaや ODUの事例か
らも， うなずかれる ところであろう。
c) アプセンスシステム
















Volume, editor, copy 
Location code 
Large book indicator 
Charge code and date 
Borrower number 
Renewal code and date 




Terminal identification code 

















one-digit codeを用いている。 学生用の plasticbadge発行担当箇所は，大学の





-Book Security — 





































通常の貸出期間は 4週間，予約が受付けられると，その図書の貸出期間は， 2 
週間または予約日から 5日間の，いずれか早い期日に計算しなおされる。もし，こ






























-Bindery Charges — 
















-Book Discharge — 
返却する図書は，返却箱 bookbinsに返却する。館内に 1ヵ所，館外に 1ヵ所，
これが配置されている。












































扱いになっている場合を除き， メッセージはプリソトされない。オペレータは， 1 









ときには， 1031端末装置がカ ードの読み違えをするが，これはカ ードの折り目
によるものが多い。パンチ部分以外の箇所の折り目であれば支障は生じない。





備されるが， これは発送されるのではなく ，紛失図書と しての請求書の用意にあて
られる。






































































-Mechanized Charges — 
コソビュ ータのダウソクイム時における箕出方法は講じておかなければならな
ぃ。手作業による転記やバソチにはエラーが多く，また，時間がかかる ために，








この作業にと って大きな欠陥は 手作業の場合と同じように， ‘‘盲目”になる
ことである。レコードがフ ァイルに入っているのか，更新されたものなのか，予約
されたものなのか， プロックされたものなのか，判断する方法がない。




















この Northwestern と同じ年，1970年の10月に， State University of New 
Yorkの HealthScience Libraryもシステムを稼動させている。中規模館の事例
として挙げておこう。



















9 処理済みレコ ードファイル (Histo訂 File)
10 トラソザクショソの日計，累計
トラソザクショ‘ノは 80characters, 利用頻度の低い貸出レ コー ドは 50char-
actersである。




Bell Laboratories libraryが， 155と， 188キャラクターとの二通りの固定長
Eastern Illinois University libraryが， 124バイトのレコ ード
Ohio State University librariesは，平均 103バイトの可変長




Eastern Illinois University ft, 学生数が 1970/71年度で8,600名，教職員数
711名， 中央館 BoothLibraryの蔵書数235,000冊。閉架式書庫であったが， 1967
年に開架式へと変更している57)。











































館を利用しない学生をも含め， 19,000レコ ードが収録されている 61)。
一方，OCLC発足当時の拠点校でもある OhioState Universityでは， OCLC
に依存する基本方針のもとに，貸出管理システムの開発に力点がおかれていた。
1960年代末に，IBMのスタッフと共同で，IBM360/50システムをベースと し
たシステムを開発しているが， これは， LibraryCirculation System (LCS)と呼
ばれ， のちには，書誌検索機能をも備えて， Library Control System (LCS)と
呼ばれるにいたった。他館においてもこのシステムが利用されており，StateUni-
virsity of New Yorkゃ， Universityof Illinoisの名が挙げられている62)。
この OhioStateのシステムも， EasternIllinoisの場合と同じように，レコ
ードに，著者／書名キーが組み入れてあり，著者書名からのアクセスが可能である。















全主義， フルレコード主義が， メリットをもたらすものであろうか， このバランス
の検討も，重要なテーマとなる。
Lipetzの発表によれば06>, Sterling Memorial Library (Yale Univ.)の目
録カード利用実態は，カードを検索する利用者の73%は特定文献を捜しており




著者と書名の， この 2つのデータをレコードに加えれば， 90%の利用者は， 目
録カードで調べなくても，貸出管理システムの端末装置で問合せができるからであ
る。 しかも， レ コー ドの長さは， 80瀾のパソチカードから，やっと， 100~200キャ
ラクターの長さに踏み出した時期であった。







処置を減らすことができたと している。 NYUの場合，全般的には， この 7キャラ
クターが，固有の識別子と して使用され， レコードを迅速に呼び出す役を果したと
される。
























(1980. 9. 15) 
付表
各大学の貸出管理システムが対象とする基本データは次のとおりである。
（注人数政困数は Worldof Learning 1978/79による）
大学名 創立年 教員数 学生数*l 蔵書数 • 2
American University 1893 425 12,974 
Bucknell University 1846 217 3,200 400,000 
Colorado State University 1870 1,200 18,000 900,000 
Columbia University 1754 4,000 15,311 4,500,000 
Cornell University 1865 1,700 17,689 4,300,000 
Eastern Illinois University 1895 600 9,879 
Florida Atlantic University 1961 300 7,000 300,000 
Harvard University 1638 5,170 19,322 9,547,576 
Johns Hopkins University 1876 1,278 9,700 2,101,525 
Massachusetts Institute of 
Technology 1861 1,680 8,600 1,620,041 
Midwestern State University 1922 154 4,622 
New York University 1831 4,000 30,000 2,302,000 
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Northwestern University 1851 1,292 11,509 2,426,831 
Ohio State University 1804 792 12,975 2,911,839 
(1,522,936) 
Old Dominion University 1930 626 13,262 481,619 
Queen's University (Canada) 1841 860 10,500 1,288,048 
Rice University 1891 426 3,556 850,000 
Southern Illinois University 1869 33,700 2,360,000 
Stanford University 1885 2,563 11,692 4,363,593 
State University of New York 15,000 343,946 
Syracuse University 1870 872 18,600 1,678,402 
Texas A & M University 1876 1,700 30,000 1,150,000 
University of British Columbia 
(Canada) 1908 1,817 24,258 1,940,000 
(2,745,000) 
University of California 1868 6,600 126,000 15,968,135 
University of Chicago 1892 1,120 9,480 5,368,666 
(2,467,161) 
University of Colorado 1877 33,000 1,590,481 
University of Florida 1853 2,614 29,952 1,900,000 
University of Georgia 1801 1,750 21,700 1,800,000 
University of Illinois 1867 7,463 59,233 5,368,666 
(2,467, 161) 
University of Maryland 1807 48,000 2,000,000 
University of Missori 1839 3,000 49,000 1,900,000 
University of Pennsylvania 1740 4,722 20,538 2,800,000 
University of Pittsburgh 1787 2,204 34,913 2,916,000 
University of Texas 1881 3,500 73,000 4,900,000 
University of Virginia 1819 1,534 15,903 2,006,454 
Washington State University 1890 945 16,184 950,000 
Washington University 1853 2,200 11, 147 
Yale University 1701 1,500 9,000 6,692,632 
（注 •l 全キャソバスの合計 •2 丸カッコ内は非図{'l)
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